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はじめに
この度は Antari 社製 のフォグマシン、Z-800II、Z-1000II、Z-1020 をお買い上げ頂き誠にありがとうござい

ます。製品の性能を十分に発揮させ、末永くお使い頂くためにご使用になる前にこの取扱説明書を必ずお読み

下さい。なお、本書が保証書となっておりますので大切に保管して下さい。

ご使用になる前に取扱説明書をお読み下さい。

1. 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認して下さい。異常がある場合は販売店にご相談下さい。 
2. 本製品は屋内使用専用です。屋外で使用しないで下さい。また、火災や感電の原因となる為、湿気の

多い場所での使用はお止め下さい。

3. 使用する前に電源ケーブルのアースピンを必ず接続して下さい。

4. タンクにフォグリキッドを注入する際は、必ず電源ケーブルをコンセントから抜いて行って下さい。 
5. 本体を平面に設置して使用して下さい。

6. 本体を使用していない時は電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。

7. 本製品は防水、防沫仕様ではありません。万が一、水やフォグリキッドが本体内部に入った場合は、

速やかに本体の電源ケーブルをコンセントから抜き、販売店または正規代理店に連絡して下さい。

8. 本製品は使用中に噴出ノズルが非常に熱くなりますので、人や動物に直接ノズルを向けることはやめ

て下さい。

9. 本製品は風通しの良い場所に設置して下さい。また本体に搭載された空気口は塞がないで下さい。尚、

適切な換気を得る為に本体から最低 20cm 以内に物を置かないようにして下さい。

10. 可燃性の液体をフォグリキッドに混入することは絶対にやめて下さい。

11. 本製品には高品質な水性フォグリキッドのみを使用して下さい。低品質のリキッドを使用するとポン

プやヒーター等の内部パーツが詰まったり、故障に繋がったりする恐れがあります。

12. 本体を移動させる際は必ずタンク内のフォグリキッドを空にして下さい。

13. 安全の為、本製品に付属された電源ケーブルのみを使用して下さい。

14. AC100V、50/60Hz にてご使用下さい。

故障が生じた場合はお手数ですが、必ず販売店もしくは正規代理店に連絡して下さい。無断で本体カバーを

開けられた場合、保証の対象外となることがあります。
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付属品
箱を開けて全ての付属品が本体に同梱されていることを確認して下さい。

1. 電源ケーブル

2. Z-10 リモートコントロール

3. 本取扱説明書

以上のいずれかが同梱されていない場合は誠にお手数ですが、販売店または正規代理店までご連絡下さい。

基本設定
• 本製品を箱から出して、全ての梱包材を取り外して下さい。

• フォグマシンを平面に設置し、リキッドタンクの蓋を外して下さい。

• リキッドタンクにフォグリキッドを注入し、蓋を締めて下さい。本製品には必ず高品質のフォグリキ

ッドのみを使用して下さい。

• 本体の背面に搭載された端子にリモートコントローラーを接続して下さい。

基本操作
• リキッドタンクにフォグリキッド注入して下さい。

• アース接線可能な電源コンセントに本体の電源ケーブルを接続して、本体背面に搭載された電源スイ

ッチをオンにして下さい。本体がウォームアップ状態に入ります。ウォームアップが完了すると、リ

モートコントローラーの緑のライトが点灯し、フォグを出力する準備が完了したことを示します。

• リモートコントローラーのボタンを押すとフォグが出力され、ボタンを離すと停止します。

• 使用時は常にフォグリキッドの残量を確認して下さい。

※フォグリキッドが空の状態でフォグマシンを動作させると本体を永久的に損傷させる恐れがあります。

使用時は常にフォグリキッドの残量を確認して下さい。

稀に本体が「ウォームアップしない」、「出力が低い」、「ポンプノイズが発生する」、または「全くフォグが出

力されない」等の症状が出る事があります。この場合は直ちに電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。

リキッドの残量、ヒューズ、リモートコントローラーと本体との接続、使用電源等をチェックし、問題が無け

れば再度電源ケーブルをコンセントに繋いで下さい。本体のウォームアップが完了し、再度リモートコントロ

ーラーのボタンを押してフォグが出力されない場合は直ちに電源ケーブルを抜き、販売店または正規代理店に

連絡して下さい。

故障が生じた場合はお手数ですが、必ず販売店もしくは正規代理店に連絡して下さい。無断で本体カバーを

開けられた場合、保証の対象外となることがあります。
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本製品を使用する際の確認事項 
• リモートコントローラーのボタンを押すとボタンを離す、または再度ヒーターがウォームアップされ

るまでフォグが出力されます。 
• 最大約 30 秒間連続してフォグを出力することが可能で、その後約 1-2 分の再ウォームアップ時間を要

します。 
• 全てのフォグマシンはフォグの出力とウォームアップを繰り返します。長い期間フォグを出力したあ

とはウォームアップに入るまでに時間が少しかかる場合があります。本体がウォームアップしている

間はフォグの出力はできませんので注意して下さい。 
• 全てのフォグマシンは動作している間、また動作終了後、約 1 分間は少量のフォグを出力します。 

 

メンテナンス 
フォグマシンはヒーターユニットの目詰まりで出力できなくなることがあります。 
ヒーターユニットの目詰まりの際は、保障対象外となります。 
下記注意点を留意することで、商品の対応寿命を延ばすことが可能です。 
 
使用しない際には電源をオフにして下さい。常時電源がオンの状態では、ヒートアップとクーリングを行って

おり目詰まりの原因となります。古いフォグリキッドや他の液体が混ざったフォグリキッド等は決して使用し

ないで下さい。  
 
フォグリキッドをタンクに注入後、すぐにタンクとフォグリキッドのボトルの蓋を締めるようにして下さい。

本体内部ヒーティング部品等に混入物などが堆積しないよう、使用時間 40 時間毎、または長期間使用しない

場合など保管の際には、洗浄剤（蒸留水：80%、酢：20%）をタンクに入れ内部洗浄を行う必要があります。 
 
洗浄方法は以下に従って下さい。 
 
① タンクを空にした上、上記の洗浄剤をタンクに注入して本体の電源をオンにして下さい。本体がウォーム

アップを開始します。 
② タンク内の洗浄剤が少なくなるまで本体を換気の良い場所で動作させて下さい。この際、タンクが空にな

らないようにご注意下さい。 
③ これにて洗浄作業は完了です。フォグリキッドを再度注入し、本体を少しの間動作させて下さい。これに

よりポンプ、ヒーター内に残っている洗浄剤を出力させる事ができます。 
 
※ 絶対にタンクが空の状態でフォグマシンを動作させないで下さい。また、長期間本体を使用しない場合は

フォグリキッドを抜き出し保管して下さい。 
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リモートコントローラー 
Z-10（10m ワイヤード・リモートコントローラー） 
フォグマシン本体のウォームアップが完了すると、リモートコントローラー上の LED が緑色に点灯し、赤

色のボタンを押すことによってフォグを出力することができます。本体がウォームアップ状態に入ってい

る時はリモートコントローラー上の LED が消灯しフォグを出力することができません。 
 
Z-40（10m ワイヤード・リモートコントローラー） 
搭載された 2 つのノブによってフォグの出力時間とインターバルを調節することが可能です。黄色の

TIMERS ボタンを押すとタイマー機能が作動し、INTERVAL ノブを使ってフォグの出力動作間のインタ

ーバルを 10 秒から 5 分の範囲で調節することが可能です。また DURATION ノブを使用してフォグの出

力時間を 1～10 秒の範囲で調節することができます。 
緑色の MANUAL ボタンを押すと他の全ての機能より優先してフォグが最大レベルで出力されます。 
 
Z-50（ワイヤレス・リモートコントローラー） 
最大 50m 離れた場所から遠隔操作を行うことが可能です。 

 
 

製品仕様 

 

モデル Z-800II Z-1000II Z-1020 

電源 AC100、50/60Hz 

ヒーター 800W 1,000W 1,000W 

出力 3000cu.ft./min 10,000cu.ft./min 10,000cu.ft./min 

タンク容量 0.8 リットル 1.7 リットル 2.5 リットル 

リキッド消費レート 83 分/リットル 49 分/リットル 24 分/リットル 

重量 3.5Kg 6.6Kg 10.9Kg 

サイズ W×H×Dcm 12.8×16.6×31.5 19.8×15.3×43 24.3×17.7×45.8 

リモートコントローラ

ー（付属） 

Z-10 Z-10 Z-10 

リモートコントローラ

ー（オプション） 

Z-40/Z-50 Z-40/Z-50 Z-40/Z-50 
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DMX 設定（Z-1000II / Z-1020 のみ） 

Z-1000II と Z-1020は DMX規格に対応しており、1DMXチャンネルで ON/OFF制御を行うことが可能です。 
 
DMX 値 
0-128：OFF 
129-255：最大出力(100%) 
 
ディップスイッチでアドレス設定を行います。DMX のスタートチャンネルをディップスイッチで決めるタイ

プはすべて二進法で計算されています。 
1DMX チャンネルで動作し DMX 値 0～128 はオフ、129-255 は最大出力となります。 
 
DMX のスタートチャンネルをディップスイッチで決めるタイプはすべて二進法で計算されています。 

 ＜二進法とはなにか？＞ 

 通常私たちの生活では十進法が使用されています。十進法とは，０～９を使って数字を表わし，10 になったら位

を上げるという考え方です。 二進法とは，０もしくは１を使って数字を表わし，２になったら位を上げるという考

え方です。  

 

例をあげると 

十進法 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

二進法 0 1 10 11 100 101 110 111 1000 1001 1010 1011

この様になり、二進法計算のディップスイッチでチャンネルを決める場合、『０＝OFF 1＝ON』の考え方になります。 

 

スイッチの設定上 ON / OFF の並びが左右逆での繰り上げで設定となりますが、スイッチで表記した場合   

十進法 0 1 2 3 4 

二進法 0 1 10 11 100 

デ ィ ッ

プ 

ス イ ッ

チ 

 
   

 

十進法 5 6 7 8 9 

二進法 101 110 111 1000 1001 

デ ィ ッ

プ 

ス イ ッ

チ 

   

この様になります。 

 また、位の大きいチャンネルを設定する場合、下記の方法を覚えておくと簡単にチャンネルの設定が可能となり

ます。 
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各番号のスイッチのみ ON にした場合 

十進法 1 2 4 8 16 

二進法 1 10 100 1000 10000 

デ ィ ッ

プ 

ス イ ッ

チ 

  

 

十進法 32 64 128 256 512 

二進法 100000 1000000 10000000 100000000 1000000000 

デ ィ ッ

プ 

ス イ ッ

チ 

    

となりますが、通常の 10進法と同様に、足し算ですべてのチャンネルを即座に計算することが可能となります。ま

たその場合、全ての計算において、設定したいチャンネル数を上記の『各番号のスイッチのみを ON にした場合』に

ある、1, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128, 256 の数字に分解して考える必要があります。 

  

例にとってみると 

 

チャンネルを 40 に設定したい場合： 40 = 32 + 8 = 

 ＋  =   

 

チャンネルを 62 に設定したい場合： 62 = 32 + 16 + 8 + 4 + 2 = 

  +  +  +  +     

=  

  

この様にして、簡単にチャンネル数を設定する事が可能となります。 
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